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国家戦略特別区域家事支援外国人受入事業
～外国人家事支援人材の入国・在留を可能とし、女性が真に活躍できる環境を整備！～

計画認定

育児

仕事

女性の活躍推進・中長期的な経済成長

国家戦略特区を活用

② 国家戦略特別区域限定保育士事業
（平成２７年9月認定済、１０月２４日・２５日筆記試験実施）

① 国家戦略特別区域家事支援外国人受入事業
（平成２８年３月を目処に事業実施）

家事

１

家事等の負担軽減

全国初

全国初



かながわ女性の活躍応援団を結成！

女性の活躍推進に積極的な、神奈川ゆかりの企業トップ10社と、行動宣言を発信！
（平成27年11月５日）

私が団長
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（株）ツクイ

（株）アイネット

日揮（株）

京浜急行電鉄（株） 神奈川県

（株）ファンケル 富士通（株）
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日産自動車（株）
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未病サミット神奈川2015 in 箱根 国際シンポジウム（10/22-23）

Session 
①
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未病サミット神奈川宣言

神奈川県は世界でも例を見ない程のスピードで進む超高齢社会に直面しており、私たちは、これま

での社会システムでは立ち行かないという共通の危機感を有している。

この大きな課題を乗り越えるために、私たちはここ神奈川・箱根の地で、健康と病気の間で連続的

に変化する状態である未病を基軸に、新たなヘルスケア・社会システムのあり方について議論を行

い、次の取組みを推進し、世界に向けて発信することで一致した。

○病気になって初めて行動を起こすのではなく、将来の自己のために、日常生活の中で自分の未

病状態をチェックし、心身の状態の改善・維持に主体的に取り組むという行動変革を起こす。

○こうした個人の行動変革を、学術・医療・産業・行政など多様な分野の主体が積極的に支えると

ともに、これらを担う人材育成を行う。また、新たなヘルスケア・社会システムを実現する様々な先進

技術の追求や未病の科学的なエビデンスの確立により、この動きを加速させる。

○そして、個人の未病状態の改善・維持に取り組むための行動の選択権と決定権は、受益者であ

り負担者でもある自己に帰属するという考えを基本とした、持続性ある新たな社会システムの形成を

目指す。

我々は、未病を基軸としたこれらの取組みこそが、超高齢社会という人類共通の課題を乗り越える

モデルであることを、世界に向けて、ここに宣言する。

2015年10月23日
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【健康・未病産業】

個人別保険料率を差別化し、健康行動を促す

一
般
保
険
料
率

健康行動に積極的 健康行動に消極的インセンティブ

低 高

協議中

６

健康保険法等の改正



新規提案
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【活用例】 湘南ロボケアセンター

医療機器として使用不可

同じ機器（ＨＡＬ）が

福祉機器として使用可

医療用ロボット市場の拡大・普及
～医療提供施設（医療法第１条の２）の拡大～ 協議中


